
                             

 

 

 

              令和４年２月号 山口県立大津緑洋高等学校 

２月３日（木）と１０日（木）の２回にわたって、１・２年生を対象としたキャリアアッ

プ講演会（職業人講話）を実施しました。生徒たちは大きな刺激を受け、今後の進

路選択において視野の拡大につながる、非常に有意義な機会となりました。 

日程 ２月３日(木) ２月１０日(木)(ｵﾝﾗｲﾝ開催) 

講師 

油谷湾温泉ホテル楊貴館取締役・ 

ＮＰＯ法人つなぐ(長門市しごとセンター)理事長

岡藤明史 氏 

本田技研工業株式会社 広報担当 

  住吉 学 氏 

演題 「コロナ時代を生き抜く若旦那の挑戦」 進路探究 

概要 

・学生時代や一般企業に勤めていた頃の
体験 
・長門に戻ってきてから地域、観光業界を
盛り上げるために実践したこと 
・コロナ禍で様々な制限をしなければなら
ない中にあっても、「今こそできることを考
える」という発想で、様々なことにチャレン
ジしていくことが大切 

・高校時代にやっておくべきこと 
・やりたいことの見つけ方 
・企業が求めている人財 
・未来からの逆算で進学を考え
る 

生徒へ

ﾒｯｾｰｼﾞ 

「自分の価値観、可能性と向き合う」 
「挑戦することを体に覚えさせる」 
「人との出会いを大切にする」 

「成功の反対は失敗ではない」 
「チャレンジして失敗を恐れるこ
とよりも、何もしないことを恐れ
ろ」（本田宗一郎） 

講演会

の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  大津校舎通信  学校状況のお知らせ 

キャリアアップ講演会実施（１・２年生） 



２月９日（水）に、３校舎生徒会の合同会議第１回目を行いました。日置校舎・

水産校舎は新役員の活動スタートとなります。 

 今回は、来年度の生徒会チャレンジ目標を設定することを目的として、大津校舎

交流教室に役員が集合しました。 

「躍進」「Step by step」「一人ひとりが主役」「猪突猛進」「継承」…など、各

校舎からのアイデアを、ホワイトボードに書き出しながら共有し、それぞれが込めた

思いをプレゼンテーションしました。 

続いて、３校舎混合のグループを編成して、タブレットを活用しながらアイデアの

組み合わせを考えていきました。 

「Let’s YO!」「響け YO!」「進轟輝の YOに!」「響」「英雄～無限への挑戦～」

などの案が出されました。 

ちなみに、令和３年度の目標は、「一（はじめ）～逆境からの飛躍～」でしたが、

来年度はどのような目標になるのか、２回目以降の会議で決定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１月３０日（日）に開催された「第 2３回全国高等学校選抜ラグビーフットボール

大会山口県予選会」決勝において、高川学園高校に４７対３のスコアで勝利し、中

国ブロック大会に出場しました。 

２月１２日（土）の１回戦では、広島県第二代表の崇徳高校と対戦し、８０対０で

圧勝し、準決勝進出を決めました。 

２月１９日（土）の準決勝では、島根県代表の石見智翠館高校と対戦しました。

中国地区の強豪校を相手に果敢に挑みましたが、３対２９のスコアで敗れ、決勝進

出はなりませんでした。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、今大会も無観客での開催と

なりましたが、精一杯戦いました。 

来年度へ向けて、３校舎合同生徒会活動始動！ 

ラグビー部 全国高校選抜中国ブロック予選 健闘！ 


